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「利府町版mobiプロジェクト」による実証運行の開始
【AIオンデマンド型モビリティサービス「利府町版mobi」による実証運行の開始
⚫ AIオンデマンド交通システム「mobi」

限定された運行エリア内（半径２㎞）に、仮想のバス停を設定し、利用者は

スマホの専用アプリを利用して配車予約を行うことで利用ができる。なお、アプリ

を利用せずコールセンターへ電話し利用することも可能。

⚫ 実証運行期間：令和５年１１月２７日～令和８年３月３１日

⚫ 運行時間：８時から１９時

⚫ 料金：30日間定額乗り放題 ５,０００円（家族会員は５００円）

ワンタイム利用 大人 ：３００円 、 子ども ：１５０円 、

幼児 ：無料

回数券 ６回/１,５００円

⚫ 仮想バス停：２６８ヵ所

⚫ 運行車両：１２人乗りのハイエース車両（２台）

【データの活用】
人流データの活用によるエリア設定と乗降データ
と利用傾向の詳細分析による本格運行の検証。

１５
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実証実験の進捗共有

＜運行実績：利用人数（年代別）＞ ※集計期間：2023/11/27~2026/1/31

■利用者はエリア拡大や乗降ポイントを増やすことにより増加傾向にある。実証運行開始直後は60代以上の高齢者の利用割合が
高かったが、現在では10代から80代までの幅広い年代の方が利用している。

１年目

２年目

３年目

※2024年12月 エリア拡大、乗降場所37箇所追加
※2025年 9月 事前予約システム導入
※2025年11月 乗降場所34箇所追加 １７
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実証実験の進捗共有

＜運行実績：休日/平日の1日あたり利用人数＞ ※集計期間：2023/11/27~2026/1/31

◼ 1日あたりの利用人数は、休日、平日ともに年々増加傾向にある。
◼ 令和7年度の平日利用の平均は約52人、休日利用平均は約42人まで増加している。

１年目 ２年目 ３年目

※ 町民バス東部路線1日平均利用者数 約88人

※2024年12月 エリア拡大、乗降場所37箇所追加
※2025年 9月 事前予約システム導入
※2025年11月 乗降場所34箇所追加 １８
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実証実験の進捗共有

＜運行実績：利用人数における年代別割合＞ ※集計期間：2023/11/27~2026/1/31

■幅広い年代の方にご利用いただいている。特に、80代、20代、10代の利用が増加傾向にある。

年代 1年目 2年目 3年目

無回答 26.6 % 27.3 % 26.9 %

80代 6.4 % 9.7 % 11.9 %

70代 12 % 10.7 % 4 %

60代 11 % 8.5 % 9 %

50代 7.8 % 9 % 7.3 %

40代 11.6 % 9.3 % 8.6 %

30代 9.8 % 5.8 % 6 %

20代 7.2 % 9.9 % 12.5 %

10代 7.4 % 10.4 % 13.7 %

１年目 ２年目 ３年目

※2024年12月 エリア拡大、乗降場所37箇所追加
※2025年 9月 事前予約システム導入
※2025年11月 乗降場所34箇所追加 １９
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実証実験の進捗共有

<運行実績：相乗率> 

・相乗率＝相乗数÷予約数
└相乗数=全利用者の乗車回数のうち、相乗となった回数

（他のお客様と相席になった回数）
└予約数＝全利用者の予約数

・相乗率が高いと、効率よく運行できていると言える

（単位：件数）

※集計期間：2023/11/27~2026/1/31

（単位：相乗率）

■予約件数の増加とともに、相乗率も高くなっている。特にエリア拡大や乗降ポイントの増加に伴い、乗合も増加している。

１年目 ２年目 ３年目

※2024年12月 エリア拡大、乗降場所37箇所追加
※2025年 9月 事前予約システム導入
※2025年11月 乗降場所34箇所追加 ２０
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実証実験の進捗共有

＜運行実績：No offer率＞ ※集計期間：2023/11/27~2026/1/31

◼ 運行開始直後はNo offer率が37%と高く、2年目では20%台に減少し、直近では10％台に落ち着いていたが、2025年9月に
おいて、事前予約システム導入の影響により、No offer率が上昇した。その後、運行シフトの見直しを図り、改善に取り組んでいる。

１年目 ２年目 ３年目

※2024年12月 エリア拡大、乗降場所37箇所追加
※2025年 9月 事前予約システム導入
※2025年11月 乗降場所34箇所追加

２１
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評価
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利府町版mobiプロジェクト 令和６年度効果検証結果の報告（１/２）
１．mobi利用者が感じた効果 （利用者アンケート）

（１）mobiによる生活の変化

２．mobi利用者がmobiを利用しなくなった理由 （利用者アンケート）

・mobiによって全体の約5割の方が「移動に関する精神的、身体的負担が減った」、約3割の方が「移動に関する時間が減った」、約2割の
方が「移動範囲が広がった」、 「移動に関する支出が減った」、「外出が増えた」と回答。「外出意欲が高まった」と回答した人は全体の半
数以上を占めた。
⇒昨年度から継続して、町民の移動負担の軽減や移動範囲の拡大、外出機会の増加等につながっていることを確認。
・全体の約2割の方が、家族の送迎にmobiを利用。うち、7割の方が自分で送り迎えするより便利と回答。
⇒昨年度から継続して、子育てや介護等に伴う家族の送迎の負担軽減につながっていることを確認。

▲mobiの利用は自分で送り迎えするより便利と感じるか

▲mobiによる生活の変化

（２）取組への賛否・満足度

・全体の約9割の方が今後もこのエリアでmobiが必要と回答（1年前よりやや上昇）。家族や友人にも勧めたいと考えている人が多数。

・mobiの運行に関する満足度（14項目）について、平均点は8.2点/10点となった。
⇒引き続き利用者からは概ね高い満足度が得られていることを確認。

▲mobiの満足度（10段階評価）

・mobiの会員登録を行ったが利用しなくなった方に対し、利用しなくなった理由を確認したところ、「自家用車の方が便利だから」が61人中6人と最も
多く、次いで「出掛ける用事がなくなったから」が5人、「予約が取り辛いため」が4人、「お迎えまでの時間が長く不便だから」「利用したいところに乗降ポ
イントが無いから」が3人ずつであった。
⇒「自家用車の方が便利だから」が多いものの、「予約が取り辛いため」「お迎えまでの時間が長く不便だから」「利用したいところに乗降ポイントが無いか
ら」といった理由もあり、今後のサービスの更なる改善により、より町民への定着を図ることができる可能性がある。

▲mobiのサービスを家族や友人等に勧めたいと思うか
0（思わない）～ 10（思う）

▲mobiの家族の送迎への利用有無

▲今後もこのエリアでmobiが必要だと思うか ▲mobiを利用しなくなった理由

※その他：「岩切駅まで行きたいが路線がない」、「利用時間が短い(夜は使えない）ため」、 「予約もできない仕様のため、時間の計算ができず不便」等

（n=24）
※複数回答

▲mobiによる外出意欲の変化
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※「mobiのプランの申込みのしやすさ」の回答者は、プランの加入者のみ（n=12)

※

（R5年度 n=68） （R6年度 n=52）※「mobiのプランの申込みのしやすさ」の回答者は、プランの加入者のみ
（n=7)

※

別紙２ 概要版
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• 保健福祉センターで健診を受けられる方のうち、今年はmobiを使用
する方が多い。

• 福祉の部署で、妊婦さんの移動補助の予算を取り、補助金等で乗車
サービスを行うことは可能か。

「健康」×「交通」

62.0%22.8%

13.0%

2.2%
概ねの取り組み内容まで

含めて知っていた

交通に関する何らかの新

しい取り組みが始まったと

いうこと程度は知っていた

どういう取り組みかは分か

らないが、名称は見聞きし

ていた

知らなかった
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⑪自家用車を持っていない

⑩自家用車の運転が負担

⑨乗り継ぎしにくい

⑧バス停・停留所の待合環境が悪い

⑦バスの運賃が高い

⑥バスの所要時間が長い

⑤バスの最終便が早い

④バスの始発便が遅い

③バスが時間通りに来ない

②バスの運行本数が少ない

①バス停・停留所・駅まで遠い

人

39.1%

35.9%
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10.9%

今後利用する可能性がある

今後、さらにサービスエリアが拡大さ

れれば、利用する可能性がある

仕組みが改善されれば、今後利用

する可能性がある

自分が利用することは考えにくい

利府町版mobiプロジェクト 令和６年度効果検証結果の報告（２/２）

４．既存公共交通事業への影響・効果

５．共創パートナーと連携した取組による効果と今後の展望

・mobi利用者の約4割の方がJR、約1割の方が路線バスを利用しやすくなったと回答。
・既存の路線バスのうち、ミヤコーバス路線の利用者数は減少している（ヒアリングより）。その他のバス、タクシーは、現時点ではmobi運行に
伴う乗降客数への大きな影響は見られなかった。
・町民バス運行者からは、mobiとの連携を図り、乗り継ぎの利便性を向上させたいという意見があった。
⇒mobiが、JRや路線バスの利便性向上にも寄与していることを確認。
⇒今後はmobiと既存公共交通とのさらなる連携を図ることで、それぞれの利用者数が増加する可能性がある。

・共創パートナーと連携した取組として、今年度は昨年度に引き続き商業施設での説明会や、保健福祉センターや観光協会を通じた広報等を実
施。また、エリア拡大に伴い、新たに保育所、観光スポット等に乗降ポイントを設置。
・各共創パートナーから、今後の取組について様々な意見を頂いた。
⇒今後も各共創パートナーと協働し、mobiを活用して町民の暮らしが向上するための様々な取組を展開していきたい。

６．まとめ

指標１：【プロジェクトの浸透度合いの確認】：mobi利用者数 目標 1,500人/月 ⇒ 実績値 1,399人/月
指標２：【持続可能性の確認】：収支率 目標 12% ⇒ 実績値 10.4％ ※令和７年１月３１日現在
指標３：【町民の利便性実感の確認】：利用者満足度 目標 8.0点/10点 ⇒ 実績値 8.2点/10点 【達成】

▲mobiを利用することにより
利用しやすくなった他の交通手段
（mobi利用者アンケートより）

• mobiを利用する買い物客を見かける頻度が増えた。
• 年配の方がmobiを利用するにあたって、使い方を分かりやすく説明することが
必要であると感じている。

「買い物」×「交通」

• 子育て世代では、通勤、遊び、買い物等にmobiを利用したとの話を
多く聞くようになった。

• 利用者が待機しやすい場所として、コンビニを乗降ポイントに追加し
てはどうか。

「子育て」×「交通」

• 多くの高齢者が利用しているのを見る。mobiの実証運行により高
齢者の外出機会は増加したと思う。

• 町内会単位での説明会を開催し、町民への周知を図るのはどうか。

「医療」「介護」×「交通」

• バスまでの待ち時間がある場合にmobiを利用するな
ど、使い分けを行う利用者が増加しているように思
う。（町民バス）

• mobiエリア内の路線バス利用者が全般的に減少して
いる。一方、公共交通利用全体の底上げになってい
ると感じる面もある。（ミヤコーバス）

• 大きな影響・効果は受けていないと考える。（みち
のりバス東北）

• バス内にmobiのパンフレットを配置したり、バス停
がmobiのスポットであることを表示したりなどの取
組を行い、外出機会の創出を図りたい。（町民バ
ス）

バス事業者ヒアリング結果

• 1年を通して前年比とあま
り変化がないことから、現
時点では影響がないように
思う。

• 今後mobiの運行台数が増
えると、タクシーの乗降客
数へ影響が出ると考えられ
る。

タクシー事業者
ヒアリング結果

３．現状でmobiを利用していない方への展開の可能性 （mobiを利用していない方へのアンケート）

・日常の移動で困っていることは、「バスの運行本数が少ない」「バスの最終便が早い」「乗り継ぎしにくい」が多い。
・交通手段は「自家用車（自分で運転）」が占める割合が特に高い。
・6割の方がmobiの取組内容を知っており、4割の方がmobiを今後利用する可能性があると回答。また、5割の方が、サービスエリアの拡
大や仕組みの改善が行われれば利用する可能性があると回答。
・現状のmobiの仕組みで抵抗がある点としては「時間が不確か」「時間指定ができない」などが挙げられた。
⇒mobiを利用していない方は、日常の公共交通での移動に不便を感じながら、自家用車を利用している人が多い。
⇒mobiを利用していない方においてもmobiの認知度は高く、かつ今後利用する可能性があると回答している人も多いことから、今後の更
なる取組により、mobiの利用者数を更に伸ばせる可能性がある。

▲日常の移動で困っていること

▲日常の移動における交通手段

▲mobiを利用する可能性

▲mobiの仕組みで抵抗がある点

▲mobiについて知っていたかどうか

▲mobiへの関心

＜今後の取組＞
・mobiの運行エリア拡大（R6.12.1～）からまだ期間が経過していないことや、路線バス利用者数などへの影響について報告を受けていること
から、次年度も引き続き検証を行ったうえで、本格運行の可否を判断したい。
・引き続き各共創パートナーと協働し、mobiを活用して町民の暮らしが向上するための様々な取組を展開していきたい。

（n=256）
※サンプル数はのべ数

今年度の共創
による取組の例

十符の里の妖精 リーフちゃん

＼公共交通を使うと健康によいこと、町にとってよいこと／

歩くことにより心身に好影響！

孤立化リスクを軽減します！近所付合いが活発に！

体重増加を抑制します！

・気分転換やストレス発散等の

リラックス効果

・脳や免疫機能の活性化

・体脂肪低下や代謝の向上等

のメタボ予防効果

資料：まちづくりにおける健康増進効果

を把握するための歩行量（歩数）

調査のガイドライン

徒歩や自転車、公共交通機関による

通勤は体重増加を

抑制します。

資料：国立国際医療研究センター

外出する機会が増え、

地域コミュニティの

希薄化を防ぎます。

資料：健康・医療・福祉の

まちづくりの推進

ガイドライン

高齢者の外出機会

や雇用などの

社会参加を

支えます。

資料：健康・医療・福祉のまちづくりの推進ガイドライン

利府町では、介護が必要な方が年々増えており、一人あたりの医療費も

増えています。

利府町にはさまざまな公共交通機関があります。公共交通での移動は、

自家用車よりも歩く時間が増え、歩数が増えると、病気のリスクが減り、

健康寿命が長くなります。

＼ご存じですか！？／

公共交通の利用は

みなさんと利府町を元気にします

公共交通に乗って、出かけよう！

利府町生活環境課公共交通係 022-767-2147

タクシーｍobi（モビ）路線バス町民バスJR東日本

1 2

3 4

「買い物」×「交通」
mobiを利用して商
業施設で買い物を
した場合に特典を付
与（イオンモール新
利府南館）

「健康」×「交通」
高齢者の方を対象
に、健康と公共交
通利用の相乗的な
メリットを説明

6%

4%

47%

47%

1%

12%

4%

38%

54%

2%

路線バスが利用しやすく

なった

町民バス「りふっと」が利用

しやすくなった

JRが利用しやすくなった

変わらない

その他

0% 20% 40% 60%

R5年度

R6年度

（R5年度 n=68）
（R6年度 n=52）

※複数回答

n=92

38.5%

47.3%

9.9%

4.4%

非常に関心がある

ある程度関心がある

あまり関心がない

まったく関心がない

7
5

2
0

6
3

2
1

0
4

3

0 2 4 6 8 10

その他

⑩時間指定ができない

⑨料金設定が高い

⑧30日間固定料金

⑦時間が不確か

⑥自宅前まで来ない

⑤最短距離で行けない

④相乗りになる

③車両が小さい

②アプリ・電話での予約が面倒

①会員登録が面倒

人

n=92

n=92

n=33
（n=256）
※サンプル数はのべ数

＜mobi利用者が感じている効果＞
・mobiの運行が、昨年度から継続して町民の移動範囲の拡大や外出機会の増加にも寄与していることを確認。
・利用者からは、概ね高い満足度が得られていることを確認（満足度調査の平均8.2点/10点）。

＜現状でmobiを利用していない方への展開の可能性＞
・現状でmobiを利用していない町民も、mobiへの関心は比較的高く、今後の更なる取組によりmobiの利用者を更に伸ばせる可能性がある。

＜既存公共交通事業への影響・効果＞
・mobiの運行が、JRや路線バスの利便性向上に寄与していることを確認。
・路線バス事業者からは利用者数が減少しているとの見解を受けているが、公共交通利用全体の底上げに繋がっているという実感もあるため、
継続的に詳細な分析を行う必要がある。

＜共創パートナーと連携した取組による効果＞
・買い物や子育てなどでmobiを利用する場面が見られるなど、mobiが町民の生活に根付きつつある。

• 「小さな旅」などのツアーイベント時に10人～20人で利用し
たい。事前予約システムを実装してはどうか。

• 観光パンフレットに記載している梨販売所に、乗降ポイントを
設定してはどうか。

「観光」「農業」×「交通」

２４
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最後に

◆「現状の課題」を正確に把握することが重要

◆実証（モニタリング）、可視化することが重要

◆データ分析能力を持つ職員の育成

◆EBPMの目的は予算縮減のためだけではない

◆全ての事業が当てはまるわけではない
※例：町民バスは赤字だが、高齢者の足、環境、公共サービ

スの向上を上げるため。

EBPMに取り組むにあたって

２５



ご静聴ありがとうございました

文化複合施設「リフノス」
令和3年7月開館
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